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1-1．地域別の風速の検討について

＜現行の技術基準とJEC-TR-2015＞

基準風速 基準風速の
対象範囲

基準高さ 高さ
補正

風力
係数

局所地形 地表面

粗度

ガスト影響

係数※１

安全率 再現

期間※２

電気設備の
技術基準 40m/s 全国一律 15m 〇 〇 各社計算 － －

〇
（1.5）

50年

送電用鉄塔
設計標準

JEC-TR-2015

地域別の
風速

10km四方単
位で設定

10m 〇 〇

△
現時点では増
速率算定の精
度に課題あり

〇
△

検討中
－ 50年

※１ ガスト影響係数とは、平均風力と変動風力によって生じる最大荷重効果と等価な効果となる静的荷重を算定するために、平均風荷重に乗ずる係数
※２ 再現期間とは、鉄塔の重要度に応じて設定される係数

 本WG「中間報告書」では、鉄塔設計において、台風襲来が多い地域など気象や地理的
な条件等、地域の実情を踏まえた基準風速を適用することが示されたところ。

 地域風速の検討に当たっては、最新の科学的な知見や技術等を適切に反映することが重
要。日本電気学会（送電用鉄塔設計標準特別委員会）において、送電用支持物設計
標準（JEC-TR-2015）について、最新の知見や技術等を基に地域別の風速に関す
る検討が行われてきたところ。

 こうした最新の科学的な知見等をベースに、令和元年台風15号による鉄塔倒壊事故で
得られた知見等を加え、更なる検討を実施。本日のWGでは、地域別の風速の導入や鉄
塔の設計手法等にこれまでの議論が適切に反映されているか、ご確認いただきたい。
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（参考）JEC-TR-2015について

 送電用支持物設計標準（JEC-127-1979）の改訂版として、電気学会に設置され
た送電用鉄塔設計標準特別委員会（大熊名誉教授、一般送配電事業者、電力中
央研究所等）が2009年8月に制定作業に着手、2015年2月に公表。

 JEC-127-1979に対して、最新の科学的な知見や技術等を反映。

 新規材料、多様化した基礎、新たな設計手法等の技術進展の追加

 2003年に制定されたIEC-60826（送電線路に係る国際規格：国際電気標準
会議）との整合

 平成３年台風19号による鉄塔被害を踏まえた風の乱れ率（ガスト影響係数）、
特殊箇所の導入

 最近の自然災害等を踏まえ、地域別の基本風速の設定を含む検討作業を 「送電用
支持物設計標準」（JEC-127）の改訂に向けて実施。





 地域風速の算定に当たって基本となるデータは、気象官署の観測データ。しかし、入手可
能な観測データは1951年以降のみで、高温季（4月～11月）の台風データが不足。
信頼性の高い統計値を得るため、台風モデルによるシミュレーション値を観測データで補正
し、台風データを補完。

 台風シミュレーションは、10,000年分（50年のシミュレーションを200回）の台風シ
ミュレーションを実施することで、統計的な信頼度を補完。
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1-3．JEC-TR-2015での検討状況((1)地域別の基本風速の考え方①台風シミュレーション)

＜台風シミュレーションによる風速算定＞

（出所）JEC-TR-2015

＜台風シミュレーションの実施方法＞

① 台風データ（発生回数、発生場所、中心位置・気圧、
最大旋衡風速半径、等）の収集

② 50年×200回分の台風シミュレーションの実施

③ 8方位の最大風速の算定、小地形の影響除去

④ 台風による50年再現期待値の算定



 観測データは、全国約150カ所の気象官署の1951年から2019年（令和元年）の
データを使用。

 気象官署の観測データと台風シミュレーションの結果との比を用いて、台風シミュレーショ
ンの結果を補正。

 上記の補正により、全風向の50年再現値は観測データ、風向別分布は台風シミュレー
ションを適用。

 気象分野専門家より、マップ作成方法の妥当性を確認。

1-3．JEC-TR-2015での検討状況((1)地域別の基本風速の考え方②観測データによる補正)

＜国内の気象官署＞

＜観測データの分析＞

①データの収集（日最大、時々刻々）

②計測機器、高さ、粗度の補正

③8方位の最大風速の算定、小地形の影響除去

④50年再現値の算定（10分平均風速）

⑤観測データと台風シミュレーションの結果との比αを算出
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（参考）技術基準で定める風圧荷重について

 電気設備の技術基準の解釈において、架空電線路の設置場所・季節に応じた4種類の
風圧荷重を規定している。

 季節や氷雪の有無、架空電線路周囲の状況などの要件を勘案し、適用する風圧荷重
を選定。
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風圧荷重 定義 適用範囲（概念）

甲種
風圧荷重

風速40m/sの風があるものと仮定した場合に
生じる荷重

• 高温季（夏から秋にかけての季節）

乙種
風圧荷重

架渉線の周囲に厚さ6mm、比重0.9の氷雪
が付着した状態に対し、
甲種風圧荷重の1/2の風圧を受けるものと
仮定した場合に生じる荷重

• 低温季（冬から春にかけての一般
的に強風はない季節）かつ氷雪の
多い地方

丙種
風圧荷重

甲種風圧荷重の1/2の風圧を受けるものと
仮定した場合に生じる荷重

• 低温季かつ氷雪の少ない地方

• 人家が多く連なる場所（人家が多く連
なる箇所に設置した低圧・高圧の架空
電線路は、丙種風圧荷重を適用可能）

着雪時
風圧荷重

架渉線の周囲に比重0.9の雪が同心円状に
付着した状態に対し、
甲種風圧荷重の0.3倍の風圧を受けるものと
仮定した場合に生じる荷重

• 異常な着雪が発達しやすい箇所
（大型河川横断部など）
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